
　　　　　公益財団法人　立松財団

 自：平成31年 4月 １日
 至：平成32年 3月31日

愛知県のみ 岐阜・三重のみ

4月募集 10月募集 計　画 実績見通し

Ａ1．特別研究助成 300万円  ＜公募＞

0～1,500万円 0～600万円 　　　①４月 １日～4月２０日 1,250万円 1,250万円
（0～5件） （0～2件） 　　　②１０月１日～１０月２１日 (250×5件） (5件）

 ＜審査･選考＞

Ａ2．基礎工学研究助成 300万円 　　　①４月 ２６日～５月１５日

0～900万円 0～600万円 　　　②１０月２８日～１１月９日

（0～3件） （0～2件）  ＜選考委員会＞

【0～300万円】 【0～２00万円】 　　　①5月末～6月初

Ｂ．一般研究助成 150万円 　　　②１１月末～１２月初 3,000万円 3,000万円

2,250万円 750万円  ＜交付＞ （150×20件） （20件）

～3,750万円 ～1,350万円 　　　　①8月上旬

（15～25件） （5～9件） 　　　　②２月上旬

Ｃ1.２ 海外調査研究助成

0　１５ or ２０万円 0～400万円 0～200万円 ＜海外研究助成 渡航期間＞ 400万円 395万円

（20～30件） （10～13件） 　　平成31年4月 1日～ （20×20件） （20件）

0～60万円 0～40万円

（0～3件） （0～2件）

57万円 55万円

 http://www.tatematsu.or.jp/ 6万円 6万円

63万円 61万円

4,713万円 4,706万円

※１　：　A1：特別研究、Ｂ：一般研究助成において、同じ土俵で順位付けした上で、件数にこだわらず予算額（5,100万円）まで助成が可能。ただし、Ａ1は５件までとしＡの次点以降の場合は

予算枠に入れば、Ｂ相当額をを助成。

※２　：　C：海外調査研究助成において、渡航地域により助成金額を２つに区別（a地域　15万円　ｂ地域20万円）し、上位より予算額（700万円）まで助成。

※３　：　助成区分ＡＢ(※1)とＣ(※2)において、いずれか一方が上限予算まで計画どおり対象者の選出ができない場合、選考委員会の決議を持って※1 ※2 の上限額にとらわれず 

総額（7,300万円）を上限に助成。

※４　：　A2基礎工学研究助成は複数年助成のため、上記事業計画表では3年間均等割り　300万円×5件÷3年均等　と仮定し　H31年度は500万円のみを計上

上限
4,650万円

　【上限　6,300万円】

研究助成金　計

上限 7,300万円

研究助成
金支出

平成３１年度　事業計画書

上限
5,110万円

費　目 助成区分 日 程    他

（小計）

400万円
（20件）

395万円
（20件）

科目

4,645万円

研
究
助
成
金

4,250万円
（25件）

4,650万円

１２７万円

-

平成32年7月31日

（万円未満切捨表示）

助成金額
(目安とする件数)

上限
1,950万円

上限
240万円

（その他詳細は募集要項による）

-

4,250万円
（25件）

　(参考）
　      平成30年度

  事 業 費 用　合 計

（小計）
上限

460万円

事業管理経費　計

事業管理
経費

１6万円

１４３万円

７,４４３万円
【６,４４３万円】

上限
2,190万円

【H31年度単年助成金額】

機械・装置などで高額の 
費用を要する高度な研究 
（３００万円以上） 

機械・装置などで費用 
を要する研究 
（１５０万円以上） 

海外での研究発表や情報収集の
ための渡航費など 

②ＨＰ管理費・広告宣伝費 

①：選考委員謝金､会議費等 

選考委員会の開催経費 

財団の事業を紹介するホームページ 

渡航地域が a地域は１５万円、 
その他 b地域は２０万円とする 

資料 ４-（1） 
第１４回評議員会 

第２号議案 

※2 

※１ 

※１ 

（内訳） 
  ２０万円 
  （１9件） 
  １５万円 
   （1件） 

※１ 

※2 

（内訳） 
Ａ申請  7件 
Ｂ申請  13件 

※3 

※2 

研究に数年の期間を要す、基礎工
学の高度な研究(３００万円以上） 
３年３００万円（年間１００万円）と仮定 

※１ 

※１ 

※１ 

※１ ※１ ※１ 

※3 

※2 

※2 

※2 
若手研究者(30歳以下) 
           への支援枠 

(６７件） (４５件） 

（増要因の内訳） 
  選考委員会   １→2回 
  選考方法調整会議 1回 

※４ 

※４ 

※４ 

※４ 

※４ 


